
Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 67,407 0 11,085 0 合計 11,084,700 円
工事請負費 11,084,700 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 67,407 0 11,085 0

職員人件費　② 1,893 0 4,220 0

総事業費（①＋②） 69,300 0 15,305 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

６

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

歴史・文化・観光交流

和

施策体系
施策の内容 文

５

化財の保護・伝承

目
　

年

　
　
的

　郷土資料館の

度

施設改修工事を行い、

評

施設利

主
た
る
内
容

　郷

価

土資料館の施設改修工

）

事を行う。
用者の安全

刈

性を確保する。

位
置
づ

谷

け

関連計画 第3次刈谷

市

市文化振興基本計画

根

事

拠法令 文化財保護法、

務

刈谷市郷土資料館条例

事

対象者 対象者を限定せ

業

ず 事業期間 令和２年度

評

～

実施方法 □直営　■

価

委託　□指定管理　□

シ

補助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

名

績

３年度実績 ４年度実

担

績 ５年度実績 ６年度計

当

画

・屋根等改修工事 　

部

・照明設備等改修工事

市

　
・フェンス補修等工

民

事 　 ・事務室他空調設

活

備改修工事 　
・外灯取

動

替工事 　 ・2階展示ケ

部

ース照明器具ＬＥ　
　

一

　Ｄ化工事 　
　　　―

般

―――――― 　　　―

会

――――――

　施設の

計

改修工事を行うことで

施

、建物の適正な維持保

設

全や利用者の安全を確

改

保することができた。

修

成果
　また、照明設備

事

をＬＥＤ化することに

業

より、環境負荷及び維

担

持管理経費の軽減を図

当

ることができた。

　建

課

物が登録有形文化財で

郷

あるため、建物の改修

土

を行う際には、建物及

資

び付属施設の文化財的

料

価値を損なわないよう

館

に行

う必要がある。
課

款

題

指標名称（単位）
実

項

績値 目標値

３年度 ４年

目

度 ５年度 ６年度 ８年度

担

活動 工事進捗率（％）

当

100.0 ― 100.

係

0 ― ―
指標
活動
指標

　

郷

近隣には同様の施設は

土

なく、比較検証は困難

資

である。
他市との
比較

料

検証

館

10 5 6



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　郷土資料館は国の登

令

録有形文化財であるこ

和

とから、恒久
・法的業

６

務
高い

的に保存する必

年

要がある。また、市民

度

が文化財に触れる機
必

（

要性 ・市民ニーズ、社

令

会需要 会を提供するこ

和

とができる施設として

５

社会需要も高い。
・市

年

民生活上必要である　

度

など

　郷土資料館は国

評

の登録有形文化財であ

価

るため、改修工事
・コ

）

ストの節減、費用対効

刈

果
普通

などにあたって

谷

は、文化財保護法に基

市

づき、国・県と協議
効

事

率性 ・執行体制の効率

務

性 し、実施している。

事

・手段の最適性　など

業

　郷土資料館は国の登

評

録有形文化財であるこ

価

とから、所有
・市が主

シ

体となって実施する
高

ー

い
者である市が主体と

ト

なって維持保全に取り

（

組むべき事業で
妥当性

様

　べき事業であるか あ

式

る。また、第7次総合

２

計画に位置付けられて

）

いる「歴史の
・総合計

会

画との整合性　など 啓

計

発」として、市が主体

名

となって郷土の歴史文

担

化の啓発活
動を推進す

当

る必要がある。
　施設

部

改修工事を行い、国の

市

登録有形文化財である

民

郷土資

施策への ・施策

活

への貢献度
高い

料館を

動

適正に維持保全するこ

部

とで、郷土の歴史文化

一

の啓発
・目標達成度 に

般

貢献することができる

会

。
貢献度 ・市民サービ

計

スへの効果　など

今後

施

の方向性 □拡充　■現

設

状維持　□改善・効率

改

化　□縮小　□終期設

修

定　□休止・廃止

・空

事

調等の各種設備は改修

業

から年数が経過してお

担

り、今後も継続的な改

当

修が必要となってくる

課

。

郷土資

Ｃ
 
　
Ｈ

料

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

館

　
∧
　
評
　
価
　
∨

款 項 目 担当係 郷土資料館
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5

５年度 ６年度 ８年度

活

6

動 はた織り体験者数（人） 449 471 597 450 500
指標
活動 小学校３年生施設見学者数（人） 1,359 1,405 1,515 1,400 1,400
指標

 イベントの種類・内容等が異なるため、他市との比較は困難である。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,222 1,804 2,578 5,317 合計 2,577,915 円
需用費 44,979 円

財
　
源

特定財源 62 61 78 64 委託料 122,000 円
使用料及び賃借料

一般財源 2,160 1,743 2,500 5,253 2,410,936 円

職員人件費　② 2,650 3,388 4,220 4,264

総事業費（①＋②） 4,872 5,192 6,798 9,581

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0 講座受講料

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

令

基本施策 歴史・文化・

和

観光交流
施策体系

施策

５

の内容 歴史文化の普及

年

・啓発・活用

目
　
　
　

度

的

　市民が郷土文化に

評

ついて学ぶ機会を創出

価

す

主
た
る
内
容

　市内小

）

学校３年生の施設見学

刈

用バスの運行
ることで

谷

、郷土文化に対する誇

市

りと愛着を育 や、「は

事

た織り体験事業」の委

務

託、展示・イ
む。 ベン

事

ト用備品、消耗品の購

業

入を行う。

位
置
づ
け

関

評

連計画 第3次刈谷市文

価

化振興基本計画

根拠法

シ

令 文化財保護法、刈谷

ー

市郷土資料館条例

対象

ト

者 対象者を限定せず 事

（

業期間 令和３年度 ～

実

様

施方法 ■直営　□委託

式

　□指定管理　□補助

１

・助成　□その他

）

会計名 担当部 市民

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

３

活

年度実績 ４年度実績 ５

動

年度実績 ６年度計画

・

部

はた織り体験事業の委

一

託 ・はた織り体験事業

般

の委託 ・はた織り体験

会

事業の委託 ・はた織り

計

体験事業の委託
・小学

郷

校３年生施設見学用バ

土

・小学校３年生施設見

文

学用バ ・小学校３年生

化

施設見学用バ ・小学校

教

３年生施設見学用バ
ス

育

の運行業務委託 スの借

普

上げ スの借上げ スの借

及

上げ
・展示用備品・イ

事

ベント用消 ・イベント

業

用消耗品の購入 ・イベ

担

ント用消耗品の購入 ・

当

イベント用消耗品の購

課

入
耗品の購入

　関係団

郷

体に委託し、はた織り

土

体験講座等を開催する

資

とともに、各種イベン

料

トも開催し、郷土文化

館

に触れる機会を提供す

款

成果
ることができた。

項

　また、令和３年度よ

目

り、施設側で市内小学

担

校３年生の見学用バス

当

を手配し、施設見学の

係

受け入れを行った。

 

郷

例年と同様のイベント

土

開催となったため、今

資

後は新たなイベントの

料

開催を検討・実施して

館

いく必要がある。

課題

1

指標名称（単位）
実績

0

値 目標値

３年度 ４年度



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,800 8,415 6,799 7,596 合計 6,799,344 円
需用費 2,018,886 円

財
　
源

特定財源 9 0 0 10 役務費 135,992 円
委託料 4,632,058 円

一般財源 6,791 8,415 6,799 7,586 使用料及び賃借料 12,408 円

職員人件費　② 3,407 3,388 3,453 3,489

総事業費（①＋②） 10,207 11,803 10,252 11,085

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

６

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

歴史・文化・観光交流

和

施策体系
施策の内容 文

５

化財の保護・伝承

目
　

年

　
　
的

　国の登録有形

度

文化財「刈谷市郷土資

評

料館」

主
た
る
内
容

　建

価

物清掃委託や諸設備の

）

管理業務委託等、
の環

刈

境を最適に保つ。 郷土

谷

資料館の維持管理を行

市

う。

位
置
づ
け

関連計画

事

第3次刈谷市文化振興

務

基本計画

根拠法令 文化

事

財保護法、刈谷市郷土

業

資料館条例

対象者 対象

評

者を限定せず 事業期間

価

～

実施方法 ■直営　■

シ

委託　□指定管理　□

ー

補助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

担

績

３年度実績 ４年度実

当

績 ５年度実績 ６年度計

部

画

・建物清掃委託 ・建

市

物清掃委託 ・建物清掃

民

委託 ・建物清掃委託
・

活

消防設備点検業務委託

動

・消防設備点検業務委

部

託 ・消防設備点検業務

一

委託 ・消防設備点検業

般

務委託
・樹木管理委託

会

　等 ・樹木管理委託　

計

等 ・樹木管理委託　等

施

・樹木管理委託　等

　

設

建物の清掃や設備の管

管

理業務委託を行うこと

理

で、国登録有形文化財

事

の適切な管理・運用が

業

できた。

成果

　建物が

担

登録有形文化財である

当

ため、施設の状態を常

課

に注視し、異常があっ

郷

た場合に速やかに対応

土

する必要がある。

課題

資

指標名称（単位）
実績

料

値 目標値

３年度 ４年度

館

５年度 ６年度 ８年度

成

款

果 入館者数（人）　　

項

　　　　　　　 8,5

目

19 8,414 8,8

担

58 9,000 9,5

当

00
指標
成果 開館日数

係

（日）　 305 305

郷

308 306 306
指

土

標
　知立市歴史民俗資

資

料館　年間21,46

料

5人（令和5年度）
他

館

市との
比較検証

10 5 6


